
◆第７次くらよし男女共同参画プラン（＝「男女共同参画社会の実現」施策における施策マネジメント）  資料４
 計画体系における目的と指標

目標名 目的（対象・意図） 成果指標 目標名 目的（対象・意図） 成果指標 取組名 取組内容

政策・方針決定過程への女性の参画推
進

政策や方針決定の場における男女共同
参画が実現している（女性の参画が実
現している）

様々な分野への女性の参画促進
地域活動や社会活動など様々な場面で
女性参画が進んでいる（参画し活躍で
きる環境と仕組みがある）

農商工業等における女性の地位の確立

・農業分野において女性が経営等に参
画している（女性が後継者として経営
に参画できる環境がある）
・起業活動に取り組んでもらう

仕事と家庭の両立支援
子育て、介護等と仕事の両立ができる
支援が整う

働き方の見直しと就業環境の充実
男女の均等な雇用機会が与えられると
ともに、希望に応じて働き続けること
ができる環境が整っている

男性における男女共同参画の推進

男性にとっての男女共同参画の意義を
理解してもらうとともに、家事・育
児・介護等の家庭生活に積極的に参画
してもらう

基本目標 重点目標 活動計画施策の方向
（重点目標に対する解決の方向性）

女性が活躍できる環境づく
り

市民、職場、地域

女性が社会のあらゆる分野
でいきいきと活躍している

①各種審議会等における女性委員の割合
②各種審議会等において女性委員がゼロの審議
会の数
③地域活動に参加している女性の割合（男女共
同参画意識調査・問11）
④家族経営協定の締結農家数

仕事と生活の調和と多様な
生き方ができる環境づくり

市民、職場、雇用主

働きやすい職場環境が整
い、仕事と生活との調和が
とれている

①子育てと仕事が両立しやすい環境が整ってい
ると考える割合（市民意識調査・問26）
②職場で男女の地位が平等となっていないと思
う市民の割合（男女共同参画意識調査・問１）
③男女共同参画推進企業の認定数



目標名 目的（対象・意図） 成果指標 目標名 目的（対象・意図） 成果指標 取組名 取組内容
基本目標 重点目標 活動計画施策の方向

（重点目標に対する解決の方向性）

女性等に対するあらゆる暴力の根絶

ＤＶが未然に防止される（早期解決が
はかられる）
虐待が早期に発見され適切な保護、支
援を受けることができる

生涯を通じた女性の健康支援
健康づくりに取り組んでもらう（妊
娠、出産期や更年期などライフステー
ジに応じた女性の健康支援）

困難を抱えても安心して暮らせる環境
の整備

貧困や孤立等、困難を抱えたとしても
安心して自立した生活を送ってもらう

あらゆる機会を通じた男女共同参画の
意識づくり

男女共同参画の意識が高まる（男女の
役割分担についての固定的な観念を払
拭する）

あらゆる場面における男女共同参画意
識の浸透

あらゆる場面（家庭、地域、学校、事
業所、民間団体等）での男女共同参画
の意識が高まる

男女共同参画の視点に立った社会制
度・慣行の見直し

社会制度や慣行が払拭されている（見
直されている）

男女がともに安心・安全に
暮らせるまちづくり

市民
→支援を必要とする女性、
要保護児童等
→生活困窮者、ひとり親家
庭、単身高齢者等

・いきいきと生活できるよ
う健康づくりに取り組んで
もらう
・ＤＶ等が未然に防止さ
れ、被害を受けても早期の
解決が図られる
・困難な状況を抱えたとし
ても安心して自立した生活
を送ってもらう

①DVの被害について相談した人の割合（男女共
同参画意識調査・問16-1）
②年に１回健康診査を受けている人の割合（市
民意識調査・問10）
③自主的に健康づくりのための活動に取り組ん
でいる人の割合（同・問８）

男女共同参画社会の実現に
向けた意識づくり

・市民
→個人、家庭、地域（自治
公民館等）、各種団体
・学校、保育所等
・職場（行政を含む）

・性別役割分担の意識が解
消されている（マイナスの
解消）
・男女共同参画の理解が深
まっている（プラスの推
進）

①「男性は外で働き、女性は家庭を守るべき」
という考え方を否定する市民の割合（市民意識
調査・問40）
②社会における男女の機会均等がはかられてい
ると思う市民の割合（同・問41）
③学校、職場、家庭、地域において男女平等に
なっていないと思う市民の割合（男女共同参画
意識調査・問１）


